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 モンベル渋谷店（東京都渋谷区） 期間：5月 3日～5月 19日 
 モンベル奈良店（奈良県奈良市） 期間：5月 25日～6月 9日 
 モンベル CC博多店（福岡県福岡市） 期間：6月 15日～6月 30日 

























































ているのである。                           図：ミスガイとその卵塊 
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 タイドプールのあちらこちらでは、寿命を全うし、軟体部のぬけた貝殻も見つかった。ミスガイの北
浜での打ち上げはごく少数しかない。これは殻がうすくて波浪によって容易に壊れてしまうからだ。ミ
スガイの近縁種の貝殻もみな同様に脆い特徴がある。ミスガイの地理的分布は広く、房総半島以南のイ
ンド洋～西太平洋の浅海。水深 20mまでの岩礁底の砂地に生息する。 
 
 
 大橋信彦会員から創作童話を送っていただきました。海にまつわる読み切りの昔ばなしで、
宮城県名取市の閖上（ゆりあげ）地区が舞台です。はじまり、はじまり…… 
スカガニ こたろう（ある古老の昔ばなし） 
その昔、閖上(ゆりあげ)がまあだ東多賀村(ひがしたがむら)と呼ばれておった頃のはなしじゃ。ゆりあげ
の浜には“須賀がに”（スカガニ）が居ってな、砂ん中に巣穴を掘って暮らしておった。昼は穴ん中で
寝ておって、夜んなると出てきてエサをあさるんじゃ。浜に流れついたモグをひっくり返すと、そこに
よくスカガニが居たもんだ。モグについてるトビムシだのイサダだのば食ってたんだべな。スカガニは
な、砂とそっくりの色なんで見つけんのも容易でねえんだが、こいつらがまたえらくすばしっこくって
な、目の前からパッと消えてすぐに巣穴さ隠れてしまうんじゃ。月夜の晩など、影だけ走りまわってる
ように見えるんで、村のもんは気味わるがって“幽霊がに”って呼んでおった。 
じゃが、わらすこめらはスカガニが大好きじゃった。クリクリッとした大っきな目をピンと立てて、「来
るな、来るな！」ってハサミを振りまわすかっこうも面白くてな、わらすこめらは昔から浜でスカガニ
を追っかけては遊んでおった。じゃけんど、わらすこにかんたんにつかまるようなスカガニではねえ。
アッという間に巣穴さ隠れてしまうんで、わらすこめらは白い砂ば穴ん中さ入れて、そいづばたよりに
掘っていくんじゃ。一尺も掘れば砂が湿ってきて黒っぽく色が変わってくるがらな、そんときに白い砂
が目印んなるってわけじゃ。そんでも、穴の底まで掘っていくのは容易なこっちゃねえ。けっこう深く
まで潜ってるがらな、やつらは。そんなわけで、スカガニつかまえたわらすこはすっかり英雄気取りじ
ゃった。 
その頃の村は貧しくてな、病気んなってもくすりを買う金もなかったんじゃ。そんなとき、村にこんな
うわさがひろまった。「スカガニ食うど、病気なおるんだど。風邪ひぎさも効ぐんだどや」。それを聞
いた村のもんは片っぱしからスカガニばつかまえたんだど。なかには、“カニ捕り”って言われるよそ
もんまで現れて、捕ったカニを町で売って歩いたそうじゃ。浜の漁師の家には囲炉裏があってな、病人
が出ると、捕ってきたスカガニを囲炉裏で焼いてすり鉢ですって、こなぐすりにして病人に飲ませたん
だど。何の因果か、スカガニには気の毒なはなしだ。 
